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■HAKODATEコンシェルジュ養成プログラム

1.活動概要
　「ソーシャルクリニックと地域」は、2018年

度から実施されているHAKODATEコンシェ

ルジュ養成プログラムの選択必修科目のひと

つとして、「まちづくりカフェ」「留学生の函館

や日本文化に関する学びのサポート」「留学生

の地域活動支援」「子ども食堂に関わる活動」な

どへの参加機会を提供し、地域の実態や課題に

実践を通してふれることを目指してきた。しか

し、新型コロナウイルス感染症の拡大の影響か

ら、これまで参加してきた活動が中止もしくは

縮小あるいは現場への参加を自粛することが

必要となった。こうした状況を踏まえ、当科目

の開講を4月から8月の前期から10月から翌年

２月の後期に延期することを余儀なくされた。

さらに、これまでの地域活動の実践の場に赴く

ことができないため、北海道で地域課題にとり

くむ団体に活動を紹介する動画の作成を依頼

し、その動画の視聴をふまえて、依頼した団体

の活動に関する地域課題について、学生が個人

及び小グループにわかれて調べるかたちで授

業を実施することとなった。

　これまで学生は地域活動に実際参加するこ

とを魅力に感じて、「ソーシャルクリニックと

地域」を履修していた。今回は、その中心的な活

動が制限されるなかで、10名の学生が履修をお

こなった。

2.授業計画
①オリエンテーション、フィールドワークのこ

ころがまえ（講義）

②現場からの活動紹介

• 団体の紹介

• 団体からみた地域の課題

• 学生への期待など

③活動紹介を受け、各自が地域を設定し、講義

で提示されたテーマ(問題)について各自で調

べる。(自己学習) 

④活動紹介の感想や各自が調べた内容につい

て、小グループで意見交換をおこなう。

⑤北海道教育大函館校の学生がとりくんでいる

地域活動報告を聞き、質疑応答をおこなう。

⑥現場からの報告、在校生のとりくむ地域活動

から学んだこと、今後、自分がとりくんでみ

たい地域活動について 意見交換をおこなう。

3.登壇した団体及び大学生の活動
①活動紹介団体

・一般社団法人 函館圏フリースクールすま  

　いる

・函館日本語教育研究会 (JTS-hakodate)

・NPO法人ワーカーズコープ　篠路まちづく

　りテラス和氣藍々

・NPO 法人 ezorock

②報告をおこなった大学生の活動

・「地域づくり支援実習」にて森町で滞在型イ
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「ソーシャルクリニックと地域」

ンターンシップをおこなった学生の活動報

告

・湯川カトリック教会を基盤に外国人技能実

習生との交流を定期的におこなっている学

生の活動報告

・函館市内の小学校に通う日本語支援が必要

な児童への学習支援活動をおこなっている

学生の活動報告

4.ソーシャルクリニックと地域の意義と位置づけ
　現在の「ソーシャルクリニックと地域」の授

業は、学生に地域の活動に参加する機会を提供

し現場にはいる際のマナーやこころがまえな

どを学ぶ「フィールドワーク入門」と現場での

体験から、地域で活動する団体がとりくむ地域

課題について深めるという「地域課題発見入

門」、また団体の運営や地域住民との関係づく

りなどを実践的に学ぶという、「地域活動入門」

という３つの意義がある。履修した学生からは

「これまで知らなかった地域活動について知る

ことができた」「地域活動の実際を聞くことが

でき、興味がわきぜひ参加したいと思った」や

「大学生の活動報告を聞き自分自身の今後の活

動がイメージできた」といった感想があり、制

限された活動のなかでも授業の一定の成果を

伺わせるものとなった。

　しかし、新型コロナウイルス感染症の予防が

必要ななかで、これまでのように多数の学生を

実際の現場に一定期間参加させることができ

なかったことから、団体の運営や地域住民との

関係づくりなどを実践的に学ぶ「地域活動入

門」の機会を提供することは不十分に終わった

ことは否めない。

　今後、新型コロナウイルス感染症の拡大・収

束状況にもよるが、「ソーシャルクリニックと

地域」を本学のおこなう「ソーシャルクリニッ

ク」の活動の一環として捉えるのであれば、地

域に入る際の感染予防対策を徹底するための

教員の配置もしくは活動紹介をおこなう遠隔

授業やオンデマンド授業をさらに充実させる

ことが必要となるだろう。

北海道教育大学函館校

准教授　森 谷 康 文
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講義で紹介された団体の活動

1.活動概要
　「ソーシャルクリニックと地域」は、2018年

度から実施されているHAKODATEコンシェ

ルジュ養成プログラムの選択必修科目のひと

つとして、「まちづくりカフェ」「留学生の函館

や日本文化に関する学びのサポート」「留学生

の地域活動支援」「子ども食堂に関わる活動」な

どへの参加機会を提供し、地域の実態や課題に

実践を通してふれることを目指してきた。しか

し、新型コロナウイルス感染症の拡大の影響か

ら、これまで参加してきた活動が中止もしくは

縮小あるいは現場への参加を自粛することが

必要となった。こうした状況を踏まえ、当科目

の開講を4月から8月の前期から10月から翌年

２月の後期に延期することを余儀なくされた。

さらに、これまでの地域活動の実践の場に赴く

ことができないため、北海道で地域課題にとり

くむ団体に活動を紹介する動画の作成を依頼

し、その動画の視聴をふまえて、依頼した団体

の活動に関する地域課題について、学生が個人

及び小グループにわかれて調べるかたちで授

業を実施することとなった。

　これまで学生は地域活動に実際参加するこ

とを魅力に感じて、「ソーシャルクリニックと

地域」を履修していた。今回は、その中心的な活

動が制限されるなかで、10名の学生が履修をお

こなった。

2.授業計画
①オリエンテーション、フィールドワークのこ

ころがまえ（講義）

②現場からの活動紹介

• 団体の紹介

• 団体からみた地域の課題

• 学生への期待など

③活動紹介を受け、各自が地域を設定し、講義

で提示されたテーマ(問題)について各自で調

べる。(自己学習) 

④活動紹介の感想や各自が調べた内容につい

て、小グループで意見交換をおこなう。

⑤北海道教育大函館校の学生がとりくんでいる

地域活動報告を聞き、質疑応答をおこなう。

⑥現場からの報告、在校生のとりくむ地域活動

から学んだこと、今後、自分がとりくんでみ

たい地域活動について 意見交換をおこなう。

3.登壇した団体及び大学生の活動
①活動紹介団体

・一般社団法人 函館圏フリースクールすま  

　いる

・函館日本語教育研究会 (JTS-hakodate)

・NPO法人ワーカーズコープ　篠路まちづく

　りテラス和氣藍々

・NPO 法人 ezorock

②報告をおこなった大学生の活動

・「地域づくり支援実習」にて森町で滞在型イ
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ンターンシップをおこなった学生の活動報

告

・湯川カトリック教会を基盤に外国人技能実

習生との交流を定期的におこなっている学

生の活動報告

・函館市内の小学校に通う日本語支援が必要

な児童への学習支援活動をおこなっている

学生の活動報告

4.ソーシャルクリニックと地域の意義と位置づけ
　現在の「ソーシャルクリニックと地域」の授

業は、学生に地域の活動に参加する機会を提供

し現場にはいる際のマナーやこころがまえな

どを学ぶ「フィールドワーク入門」と現場での

体験から、地域で活動する団体がとりくむ地域

課題について深めるという「地域課題発見入

門」、また団体の運営や地域住民との関係づく

りなどを実践的に学ぶという、「地域活動入門」

という３つの意義がある。履修した学生からは

「これまで知らなかった地域活動について知る

ことができた」「地域活動の実際を聞くことが

でき、興味がわきぜひ参加したいと思った」や

「大学生の活動報告を聞き自分自身の今後の活

動がイメージできた」といった感想があり、制

限された活動のなかでも授業の一定の成果を

伺わせるものとなった。

　しかし、新型コロナウイルス感染症の予防が

必要ななかで、これまでのように多数の学生を

実際の現場に一定期間参加させることができ

なかったことから、団体の運営や地域住民との

関係づくりなどを実践的に学ぶ「地域活動入

門」の機会を提供することは不十分に終わった

ことは否めない。

　今後、新型コロナウイルス感染症の拡大・収

束状況にもよるが、「ソーシャルクリニックと

地域」を本学のおこなう「ソーシャルクリニッ

ク」の活動の一環として捉えるのであれば、地

域に入る際の感染予防対策を徹底するための

教員の配置もしくは活動紹介をおこなう遠隔

授業やオンデマンド授業をさらに充実させる

ことが必要となるだろう。
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